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議会活性化の取り組み特集

　現在、留萌市議会では「市民にわかりやすく開かれた」そして「市民とともに」の議会づく
りを行うために、「市民参加の機会拡充」および「市民への説明責任を果たす」ことを実現さ
せるため「市民と議会の意見交換会」を平成26年11月10日、11日、14日の３日間、市内６
カ所のコミュニティセンターで実施しました。
　今回はテーマを「平成26年度の除排雪について」「温水プール「ぷるも」について」としました。
　意見交換会では各地域の除排雪、温水プール「ぷるも」に対するご意見・ご要望、各地域で
抱えている問題点などを聴くことができました。
　この「市民と議会の意見交換会」はこれから年に１回定期的に行い、議会との意見交換を希
望する団体（町内会、福祉団体、文化団体など）も募集しています。留萌市議会では、この新
しい取り組みを通じ、留萌市議会を身近に感じ、興味を持っていただけるよう準備しています。
（詳しくは、議会事務局または市議会ホームページで確認してください）
　左ページに６会場（各コミュニティセンター）、54人の皆さんからいただいたご意見および
意見交換会での議会の回答（一部抜粋）をご紹介します。
　意見交換会で寄せられた皆さんの声は、その内容を十分精査し、各常任委員会などで議論さ
せていただきます。多くのご意見を寄せていただき、ありがとうございました。

会場 皆さんからいただいたご意見 意見交換会での議会の回答

東　
　

部

　萌寿園に92名の待機者がいると聞いています。何年
で待機者が解消するのですか。

　議会としても待機者解消について市に要望はしてい
ます。今後、第６期高齢者保健福祉計画策定に向け要
望していきたいと考えています。

　南町は行き止まりが多く、雪を捨てる場所がありま
せん。年に１回でも雪を排出できればありがたいです。

　切実な問題だと思います。持ち帰って担当の部署に
伝えます。

　議員定数のアンケート調査で、定数削減が50％を超
えたのに、なぜ、現状維持なのですか。何のためにア
ンケートを行ったのでしょうか。

　アンケート結果については、議論の中で十分参考に
させていただきましたし、今後の考え方の参考にさせ
ていただきます。今回の決定については、さまざまな
協議の結果ということでご理解願います。

幌　
　

糠

　国道と市道、道道と市道との交差点の除雪について
は、市道の除雪が後になるので、国や道と連携して除
排雪してほしいです。

　各道路の交差点付近の除排雪は、連携して行うよう
に努めると報告を受けていますが、市民の皆さんが困
らないよう担当の部署に伝えます。

　学校や公共施設の屋根や壁などの修繕がされていま
せん。塩害対策などをどのように考えているのですか。
公共施設の維持管理をしてほしいです。

　公共施設の維持管理は、長寿命化計画に基づき調査
を行っているところです。維持管理については議会と
しても関心を持っていきますが、施設に関する関係者
の皆さんからも市に要望してほしいと思います。

港　
　

南

　高齢者にとっては、除雪して置いていかれた硬い雪
を処理するのは大変です。
　どうにかできないでしょうか。

　問い合わせが担当の部署に来ているのは把握してい
ますが、震災以降、オペレーターが不足して確保が難
しい状況も聞いています。議会からも技術の向上につ
いてもお願いしています。

　ぷるもは、高齢者の健康増進のため、水中歩行など
の利用をしたい方もいると思います。そのためには４
月から10月までの７カ月間は開けてほしいです。

　議会でも、学校授業だけでなく、健康増進のための
使用も提案しています。今後も担当の部署と話し合っ
ていきたいと思います。

港　
　

西

　オペレーターが代わって除雪が悪くなったと思いま
す。除雪契約にオペレーターの経験なども入札条件に
してはどうでしょうか。

　市民からの苦情でも技術の問題などの意見がありま
す。議会からも対策について提案はしていますが、今
日の意見は担当の部署に伝えます。今後も引き続き、
議会としても検討していきたいと思います。

　ぷるもについては、以前は午後9時まで開放してい
ましたが、今回の開放時間は財政的な問題なのでしょ
うか。

　財政健全化中であり、再開に係る運営経費の上限が
２千万円という予算が提示され、今回の開放時間と
なっています。

港　
　

北

　春日町の堺団地の私道がツルツル路面で、よく、まき
砂を使っています。そのまき砂は千望高校の生徒が準備
してくれており、千望高校には大変感謝しています。

　千望高校の件は、大変ありがたいと思っています。
担当の部署でもまき砂は用意していますが、この件に
ついても要望していきたいと思います。

　春日町地区は、交通の利便性が良くないので、高齢
者向けの対応などができないでしょうか。また、住民
センターでの移動窓口業務などできないのですか。

　移動窓口に関しては良いアイディアであり、デマン
ドバスなども議論していきます。利用者目線の施策に
ついて研究していきたいと思います。

　ぷるもの再開を喜んでいます。一番の目的は、子ど
もたちの体力の向上と水泳技術の習得です。子どもた
ちへの施策を強く要望したいです。

　財政健全化のため休止していたぷるもは、子どもた
ちの命を守る水泳技術の習得のため２年間前倒しで再
開しています。

港　
　

東

　東雲町に住んでいます。川に雪を捨てている業者が
いますが、違法ではないのですか。

　違法だと思いますので、そのようなことが起きない
ようにパトロールも含め、対応を検討したいと思いま
す。

　市民に関心があるものとしてごみ問題があると思い
ますが、今回のテーマとして取り上げなかったのはな
ぜですか。

　限られた時間のため、テーマを絞らせていただきま
した。次回以降のテーマになることも考えられますの
で、よろしくお願いします。
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平
成
26
年  

第
４
回
定
例
会

菅
原
千
鶴
子
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

一
、
温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る
も
」
再

開
と
今
後
に
つ
い
て

二
、
市
立
病
院
の
こ
れ
か
ら

問
一 

教
育
委
員
会
で
は
今
年
度

学
校
教
育
に
特
化
し
た
考
え
で
、

温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る
も
」
を
再
開

し
た
と
思
う
が
、
再
開
し
て
そ
の

利
用
状
況
に
つ
い
て
評
価
を
す
る

と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
成
果

だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
か
。

　
土
・
日
を
休
業
と
し
て
い
た
点

に
つ
い
て
、
利
用
状
況
や
利
用
制

限
な
ど
を
考
え
た
と
き
、
低
学
年

の
子
ど
も
は
、
保
護
者
が
同
伴
す

る
し
か
利
用
方
法
が
な
い
わ
け
で

あ
る
が
、
平
日
の
午
後
三
時
ま
で

と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
保
護
者

が
平
日
家
に
い
る
家
庭
に
し
か
利

用
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

答
一 

予
想
を
上
回
る
プ
ー
ル
利

用
と
な
っ
た
。
市
内
の
小
学
校
で

は
平
成
二
十
五
年
度
ま
で
は
深
川

に
年
一
回
行
く
だ
け
だ
っ
た
が
、

二
十
六
年
度
は
温
水
プ
ー
ル
「
ぷ

る
も
」
で
、
水
泳
授
業
と
し
て
三

回
ず
つ
授
業
を
実
施
で
き
た
。
今

回
の
再
開
は
財
政
健
全
化
計
画
中

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
二
十
七
年

度
中
は
二
十
六
年
度
同
様
の
開
館

と
す
る
方
針
で
決
定
し
て
い
る
。▲温水プール「ぷるも」

問
二 

市
立
病
院
の
持
つ
役
割
と

し
て
、
一
次
医
療
か
ら
の
受
け
入

れ
機
関
と
し
て
の
大
き
な
役
割
が

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
の
基
幹

病
院
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
。

　
市
に
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
老
健
施
設
な
ど
が
あ
る
。
民

間
に
療
養
型
の
病
棟
を
持
っ
て
い

る
病
院
も
あ
る
が
不
足
し
て
い
る

と
考
え
る
。
待
機
期
間
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。
ま
た
、
病
院
開
設
者

と
し
て
そ
し
て
自
治
体
の
経
営
者

と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
伺
い
た
い
。

答
二 

現
在
、
市
立
病
院
入
院
患

者
の
待
機
期
間
は
最
長
で
四
カ
月

ぐ
ら
い
で
平
均
は
二
カ
月
半
ほ
ど

待
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
留
萌

市
内
に
は
療
養
病
床
が
百
十
七
床

あ
る
が
、
不
足
し
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

　

市
立
病
院
か
ら
転
院
す
る
と
き

は
、
地
方
の
病
院
を
紹
介
す
る
な

ど
患
者
を
待
た
せ
な
い
よ
う
に
努

力
し
て
い
る
。
今
後
も
北
海
道
の

医
療
計
画
に
沿
っ
て
進
め
て
い

く
。野

崎
　
良
夫
　
議
員

（
無
会
派
）

一
、
民
生
委
員
制
度
に
つ
い
て

二
、
木
材
産
業
の
施
策
に
つ
い
て

問
一 

民
生
委
員
は
民
生
委
員
法

に
よ
り
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

も
っ
て
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ

て
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
援
助
を

行
い
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
こ
と
を
任
務
と
し
て
い
る
。
　

　
市
に
は
現
在
、
民
生
児
童
委
員

が
七
十
人
、
主
任
児
童
委
員
が
八

人
の
体
制
で
活
動
し
て
い
る
。
　

　
法
の
定
め
に
よ
り
、
無
報
酬
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
。

　
現
代
社
会
に
マ
ッ
チ
し
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
調
査
活
動
謝

礼
金
も
、
財
政
健
全
化
計
画
に

よ
り
、
三
万
七
千
八
百
円
か
ら
、

一
万
二
千
円
に
減
額
さ
れ
て
い
る

の
で
復
元
の
余
地
は
な
い
の
か
伺

い
た
い
。

答
一 

民
生
委
員
の
担
っ
て
い
る

高
齢
者
支
援
、
児
童
虐
待
、
災
害

時
対
応
な
ど
を
考
え
た
場
合
、
重

要
性
を
増
し
て
い
る
の
で
、
業
務

に
対
す
る
責
任
な
ど
を
考
え
た
場

合
、
役
割
や
位
置
付
け
を
明
確
に

し
、活
動
謝
礼
金
も
検
討
し
た
い
。

問
二 

市
で
は
、
平
成
二
十
四

年
度
に
留
萌
市
森
林
整
備
計
画
、

二
十
五
年
度
に
留
萌
市
地
域
材
利

用
推
進
方
針
、
こ
の
度
は
留
萌
市

農
林
水
産
業
振
興
基
本
計
画
が
策

定
さ
れ
、
森
林
木
材
産
業
に
大
き

な
関
心
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、
林

業
の
再
生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
　

　
留
萌
港
か
ら
韓
国
、
中
国
向
け

の
ト
ド
マ
ツ
材
の
輸
出
や
留
萌
小

学
校
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
建
築

物
に
地
域
材
が
使
用
さ
れ
る
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
今
後
の
利
用

状
況
と
販
路
の
拡
大
、
ま
た
、
雇

用
の
創
出
の
活
路
を
見
出
す
知
恵

と
発
想
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
二 

平
成
二
十
五
年
度
に
策
定

し
た
留
萌
市
地
域
材
利
用
推
進
方

針
に
基
づ
き
、
道
内
の
森
林
か
ら

産
出
さ
れ
、
道
内
で
加
工
さ
れ
た

地
域
材
を
公
共
建
築
物
な
ど
に
使

用
す
る
こ
と
を
促
進
し
て
お
り
、

今
後
と
も
可
能
な
限
り
地
域
材
を

使
用
し
て
行
く
考
え
だ
。

　

木
材
産
業
で
雇
用
拡
大
に
つ
な

が
っ
て
い
け
る
よ
う
、
行
政
と
し

て
で
き
る
範
囲
で
支
援
を
続
け
て

い
き
た
い
。

▲道産材を利用した留萌小学校

坂
本
　
　
茂
　
議
員

（
無
会
派
）

一
、
介
護
保
険
に
つ
い
て

二
、
市
立
病
院
に
つ
い
て

問
一 

国
は
昨
年
六
月
、「
地
域

に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合

的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
総
合
確
保
法
）」
を
公
布
。
平
成

二
十
七
年
四
月
か
ら
始
ま
る
介
護

市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会
に
参
加
し
て
　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
掲
載
し
ま
す（
一
部
抜
粋
）

初の意見交換会開催ということで、参加者は少
なかったものの、参加者のほぼ全員から積極

的な意見が飛んでいました。参加した市民の思いは、
除排雪でもぷるもでも、ただ留萌を住み良くしてほ
しいです。議員の皆さんと同じ思いです。
　せっかく市民の声を受け止める場を設けるのであ
れば、たくさんの市民を集められるよう、次回は
もっと関心を持ってもらう努力をしてほしいと思い
ます。今回出された意見や要望が無駄にならないよ
うお願いしたいです。

（港南コミュニティセンター　匿名希望） こ の意見交換会は議会基本条例に基づき開
催されたものと思います。地元選出議員

がいない地域のため、議会の情報を直接伝える
各議員の姿を新鮮に感じました。
　テーマも除排雪と温水プール「ぷるも」など
地域の生活に直結するもので、関心を持って聞
きました。定期的な情報提供と意見交換の機会
を望みます。
　議会が身近なものに感じる意見交換会でした
が、もっと議会の権限や行政監視機能の説明も
必要と思います。今後の活動に期待しています。

（港北コミュニティセンター　匿名希望）

除 雪と温水プール「ぷるも」についてでしたが、
初めて参加しました。もっと前から町内回覧

で教えてほしかったです。もっと参加する市民が多
かったと思います。
　道道だと、市役所は関係ないので、こういうとこ
ろで話し合ったことを道の人にも要望してくれると
かじゃないと、みんなが関係するようにしてほし
かったです。温水プール「ぷるも」の件については、
子どもたちや若いお母さんなどと別に集まり意見交
換をした方がよいと思いました。

（港西コミュニティセンター　匿名希望）

今 回の意見交換会に参加し、会場に入り驚いた
ことは参加市民の少なさでした。議員数８名

に対し、参加市民８名、なぜ声かけなど参加者を募
ることをしなかったのかと思いました。
　今回のテーマである除排雪や温水プール「ぷるも」
の件については、それぞれ意見が出ておりました。
　次回このような計画をされるときは、せっかく経
費をかけて行うことなので、ぜひ一人でも多くの方
が参加できるような工夫をお願いします。
（港東コミュニティセンター　橋本喜代子さん）

議 員の出席者数に対し、市民の出席者の少
ないこと。市民の意見・要望を聞きたい

のであれば、一回の連絡でなく、二回、三回と
町内会を利用し回覧などでＰＲをして、一人で
も多くの市民が出席するようにすべきです。限
られた時間内での会なのに、議会の主な活動状
況や審査経過などの報告に時間がかかり過ぎで
す。市民からの意見、要望、質問に対する回答
は短く分かりやすくしてほしいと思いました。
また、市民の多くが疑問に思っている議員定数
については、アンケートでは削減の意見が多
かったのに議会で現状のままとは。
　除排雪についてなどの意見や要望、質問に対
し、もう少し分かりやすく、納得のいく回答が
ほしかったです。
　全体では、型通りの交換会であった感を受け
ました。最初の会ですので致し方ないことです
が、今後も二回、三回と、そして、次回は夏期
にも開催してほしいです。（時期が違えば、意見、
質問も違ってくると思います。）
（東部コミュニティセンター　島田泰生さん）

　留萌市議会基本条例が施行され、初めての市民と議
会の意見交換会が実施されました。
　あいにく参加人数は少なかったのですが、議会初め
ての事業であり、少ないながらも市民の皆さんのさま
ざまな意見を直接聞くことができた貴重な機会となり
ました。
　市民の皆さんの声を行政に届け、政策として立案、
実現していくことは、我々議会の重要な役割のひとつ
です。市民の福祉向上という目的は同じであっても、
行政とは異なる視点、視線で多角的にチェック機能を
果たすことが必要な議会にとっては、広報広聴機能の

充実は大変重要な課題となっています。
　市民の議会への参加という面からもこの意見交換会
は大切にしなければなりません。
　今後とも多くの市民
の皆さんの参加をお願
いしながら、この市民
と議会の意見交換を実
施し、より市民に開か
れた、わかりやすい議
会となるように努めて
参りたいと思います。

市民と議会の意見交換会を終えて 留萌市議会議長　小野　敏雄
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保
険
の
「
第
六
期
事
業
計
画
」
か

ら
、
要
支
援
一
と
要
支
援
二
に

認
定
さ
れ
た
方
へ
の
訪
問
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
と
通
所
介
護

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
、
介
護
保

険
制
度
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
か
ら
外

し
て
市
町
村
に
委
ね
る
決
定
を
し

た
。
一
方
、
国
は
市
町
村
の
「
準

備
不
足
に
よ
る
混
乱
を
避
け
る
」

と
し
て
、
具
体
的
実
施
に
つ
い
て

三
年
間
の
猶
予
を
認
め
た
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、「
予
防
介

護
」
と
し
て
極
め
て
大
切
な
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
。
市
は
ど
う
す
る
の

か
。
ま
た
、
市
民
へ
の
周
知
は
ど

う
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
一 

市
は
、
猶
予
期
間
を
受
け

て
（
平
成
二
十
七
年
四
月
以
降
も

現
行
通
り
）進
め
る
。「
介
護
予
防
」

の
視
点
は
最
も
重
要
な
部
分
な
の

で
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
だ
け
「
要
介
護
」
に

な
ら
な
い
よ
う
行
政
と
し
て
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
に
つ

い
て
は
責
任
を
果
た
し
て
い
き
た

い
。問

二 

市
立
病
院
が
行
う
医
療
相

談
へ
の
患
者
の
期
待
は
年
ご
と
に

高
ま
っ
て
い
る
。

　
平
成
二
十
五
年
度
の
相
談
の
概

要
と
相
談
室
の
窓
口
を
も
っ
と
患

者
に
分
か
り
や
す
く
表
示
す
る
工

夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
二 

防
災
計
画
の
見
直
し
は
、

道
の
新
た
な
津
波
浸
水
想
定
の
結

果
を
受
け
て
留
萌
市
地
域
防
災
計

画
、
留
萌
市
防
災
ガ
イ
ド
・
マ
ッ

プ
、
そ
し
て
津
波
避
難
計
画
を
修

正
し
、
市
民
に
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
津
波
浸
水
予
測
が
従
来

の
予
測
を
大
幅
に
超
え
て
い
る
の

は
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
津

波
の
浸
水
予
測
は
地
震
の
発
生
場

所
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
こ
と

や
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
も
あ
り
、
道

の
詳
細
な
分
析
に
よ
る
予
測
図
を

待
っ
て
改
定
を
行
う
。

　

避
難
訓
練
の
必
要
性
は
十
分
理

解
し
て
お
り
、
留
萌
市
防
災
会
議

で
効
果
的
な
実
施
方
法
な
ど
を
研

究
し
て
い
き
た
い
。

▲留萌市防災ガイド・マップ

村
山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

一
、
留
萌
を
印
象
づ
け
る
広
域
交

流
拠
点

二
、
留
萌
市
の
水
道
事
業
再
考

答
二 

医
療
相
談
の
扱
い
総
件

数
は
三
千
八
百
八
件
。
医
療

費
支
払
い
に
関
す
る
相
談
は

二
百
四
十
六
件
。
他
の
病
院
・
施

設
へ
の
転
院
に
関
す
る
相
談
は

一
千
五
百
二
十
三
件
で
あ
る
。

　

相
談
室
の
表
示
と
案
内
に
つ
い

て
は
、
一
階
ロ
ビ
ー
と
各
病
棟
に

掲
示
し
て
い
る
が
、
今
後
も
、
さ

ら
に
患
者
や
ご
家
族
が
気
軽
に
相

談
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、
医
療

相
談
窓
口
の
周
知
に
つ
い
て
工
夫

し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

▲市立病院に設置する医療相談窓口

川
口
　
宏
和
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

一
、
留
萌
市
立
小
中
学
校
適
正
配

置
計
画
の
今
後
に
つ
い
て

問
一 

留
萌
市
立
小
中
学
校
適
正

配
置
計
画
で
は
、
小
学
校
三
校
、

中
学
校
二
校
と
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
。
教
育
委
員
会
で
は
、
本

計
画
の
目
標
年
次
で
あ
る
平
成

問
一 

平
成
九
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
船
場
公
園
整
備
事
業
の
事
業

費
総
額
、
公
園
の
特
徴
と
利
活
用

方
法
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
特
産

品
販
売
や
食
の
提
供
な
ど
市
民
要

望
も
多
い
が
、
留
萌
ら
し
さ
を
出

し
た
船
場
公
園
の
姿
を
お
聞
き
し

た
い
。

　
旧
北
海
道
合
板
工
場
跡
地
活
用

に
つ
い
て
、
建
物
の
耐
震
、
老
朽

化
に
よ
る
危
険
性
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か
、
副
港
周
辺

地
区
の
整
備
を
進
め
る
観
点
か
ら

も
施
設
解
体
の
判
断
を
伺
い
た
い
。

答
一 

船
場
公
園
は
、
水
と
緑
の

潤
い
と
人
の
流
れ
を
中
心
市
街
地

に
誘
導
す
る
「
ふ
れ
あ
い
交
流
地

区
」
の
中
心
施
設
で
あ
り
、
情
報

発
信
の
場
と
し
て
整
備
。
事
業
費

総
額
十
七
億
六
千
六
百
万
円
を
見

込
ん
で
い
る
。
管
理
棟
は
一
階
に

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
、
体
験
学
習

室
、
ト
イ
レ
、
二
階
に
展
望
休
憩

室
、
屋
上
テ
ラ
ス
を
設
け
る
。
市

民
や
観
光
客
が
憩
い
集
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
と
し
て
整
備
を
進

め
て
い
る
。

　

旧
北
海
道
合
板
跡
地
は
、
地
震

発
生
時
や
暴
風
時
に
は
施
設
使
用

者
、
周
辺
住
民
に
対
し
、
被
害
の

影
響
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

施
設
解
体
に
つ
い
て
は
施
設
危

険
度
の
進
捗
状
況
、
用
地
取
得
の

二
十
九
年
度
に
向
け
、
学
校
統
廃

合
を
進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る

が
、
学
校
を
支
え
て
い
る
の
は
保

護
者
や
地
域
住
民
で
も
あ
る
。

　
統
廃
合
を
進
め
て
い
く
方
針
で

あ
れ
ば
、
統
廃
合
の
対
象
校
の
保

護
者
や
地
域
住
民
と
の
話
し
合
い

を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
、
共
通

理
解
を
得
る
の
か
聞
き
た
い
。

答
一 

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

は
児
童
生
徒
に
二
回
の
統
廃
合
を

経
験
さ
せ
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る

と
と
も
に
保
護
者
、
地
域
住
民
と

十
分
に
協
議
を
重
ね
な
が
ら
計
画

に
沿
っ
た
統
廃
合
に
取
り
組
み
た

い
。

　

港
北
小
学
校
は
平
成
二
十
七
年

度
以
降
、
潮
静
小
学
校
は
三
十
年

度
以
降
に
保
護
者
、
地
域
住
民
と

の
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た

い
。問

二 
学
校
施
設
は
児
童
生
徒
が

一
日
の
大
半
を
過
ご
す
学
習
や
生

活
の
場
で
あ
り
、
災
害
発
生
時
に

は
児
童
生
徒
や
地
域
住
民
の
命
と

安
全
を
守
る
緊
急
避
難
場
所
と
し

て
の
役
割
が
あ
る
。

　
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
学
校
適

正
配
置
の
実
施
計
画
に
合
わ
せ
な

が
ら
緊
急
度
・
優
先
度
を
考
慮
し

て
整
備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
耐
震
化
の
計
画
、

そ
し
て
老
朽
化
し
た
校
舎
の
改

年
次
や
市
の
財
政
状
況
な
ど
を
見

据
え
、
議
会
議
論
を
踏
ま
え
た
中

で
判
断
し
た
い
。

▲船場公園の虹のガーデン

問
二 

昨
年
九
月
に
起
こ
っ
た
水

道
配
水
管
の
水
圧
低
下
と
断
水
の

再
発
防
止
を
含
め
た
今
後
の
整
備

方
針
を
お
聞
き
し
た
い
。
幌
糠
地

区
送
水
管
整
備
事
業
の
進
捗
状
況

と
給
水
開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
伺
い
た
い
。

答
二 

今
年
度
か
ら
四
カ
年
で
市

内
全
域
の
給
・
配
水
管
お
よ
び
送

水
管
の
水
道
管
理
情
報
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
。
そ
の
際
、
既
存
台

帳
と
現
地
照
合
を
行
い
、埋
設
深
、

水
圧
や
位
置
の
調
査
、
漏
水
の
有

無
を
調
査
。
こ
の
調
査
に
基
づ
き

更
新
計
画
を
立
て
進
め
て
い
く
。

　

幌
糠
地
区
送
水
管
整
備
事
業

は
、
測
量
調
査
業
務
を
完
了
。
平

成
二
十
七
年
度
よ
り
工
事
開
始
、

給
水
開
始
は
、
二
十
九
年
四
月
を

予
定
し
て
い
る
。

修
・
改
築
の
計
画
を
伺
い
た
い
。

答
二 

学
校
施
設
の
耐
震
化
に
つ

い
て
東
光
小
学
校
の
校
舎
、
潮
静

小
学
校
の
体
育
館
が
未
整
備
と

な
っ
て
い
る
が
東
光
小
学
校
の
校

舎
は
「
耐
震
補
強
大
規
模
改
造
」

を
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
進
め
て

い
く
。
潮
静
小
学
校
の
体
育
館
は

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
整
備
を

進
め
る
。

▲耐震補強大規模改造工事が行われる東光小学校

笹
本
　
牧
司
　
議
員

（
萌
政
会
）

一
、
地
域
の
活
性
化

二
、
留
萌
市
の
防
災

問
一 

国
は
衆
議
院
解
散
に
先
立

ち
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
案
を
成
立
さ
せ
た
。

　
市
は
、
来
年
度
で
財
政
健
全
化

計
画
を
終
了
す
る
。
こ
の
機
会
を

捉
え
て
市
の
将
来
に
ど
う
生
か
し

て
い
く
の
か
、
地
域
特
性
を
生
か

し
た
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
を
伺
い
た
い
。

答
一 

留
萌
市
の
人
口
減
少
・
地

方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
た
。
平
成
二
十
七
年
度

は
、
財
政
健
全
化
の
最
終
年
度
と

し
て
計
画
ど
お
り
健
全
化
を
完
了

す
る
。

　

ま
た
、
雇
用
の
創
出
や
新
規
就

農
者
支
援
、
減
圧
低
温
乾
燥
機
に

よ
る
新
た
な
商
品
開
発
な
ど
の
農

林
水
産
業
の
振
興
策
、
る
も
い
健

康
の
駅
を
活
用
し
た
健
康
産
業
へ

の
取
り
組
み
な
ど
、
留
萌
の
特
色

を
生
か
し
た
施
策
を
継
続
し
、
地

方
創
生
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

早
期
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
創
生

総
合
戦
略
、
地
方
創
生
計
画
の
策

定
を
目
指
し
、
国
の
示
す
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逃
さ
ず
対
応
し
て
い
き
た

い
。問

二 

政
府
の
調
査
検
討
会
議
に

お
い
て
、
日
本
海
側
の
津
波
予
測

が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
最
大
津
波

高
は
八
．
七
メ
ー
ト
ル
で
、
従
来

の
津
波
予
測
、
五
．
九
メ
ー
ト
ル

に
比
べ
て
大
幅
に
超
え
る
も
の
で

あ
り
、
留
萌
市
の
防
災
計
画
や
津

波
避
難
計
画
を
速
や
か
に
修
正
し

て
市
民
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
い
か
が
お
考
え
か
。

　
ま
た
、
避
難
訓
練
の
重
要
性
を

ど
う
考
え
る
か
。

　【議　案】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・留萌市議会の議決すべき事件を定める条例制定について
　地方自治法第96条第２項の規定により、現時点で議会の総論として必要と考えられる議会の議決すべき
　事件に関し必要な事項を定めるため、この条例が可決されました。
・留萌市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例制定について
・留萌市議会政務活動費交付条例の一部を改正する条例制定について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか15件‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
　【意見書案】
・「女性が輝く社会」の実現に関する意見書
・ＣＬＴの普及促進による林業・木材産業の活性化を求める意見書
・地域の中小企業振興策を求める意見書　　　　　　　　　　　　ほか３件‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決

　平成26年第４回定例会が９日間の会期で開催され、一般会計補正予算、条例の一部を改正する
条例制定などを審議しました。

こんなことが決まりました
第４回定例会　平成26年12月２日～10日
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E-mail: rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

０１６４・４３・６７００

　

第
三
回
臨
時
会
が
平
成
二
十
六

年
十
一
月
二
十
八
日
に
、
第
二
回

定
例
会
が
十
二
月
十
八
日
に
開
催

さ
れ
た
。
臨
時
会
で
は
、
人
事
院

勧
告
を
受
け
、
そ
れ
に
準
拠
す
る

た
め
に
、「
留
萌
消
防
組
合
職
員

給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て
」「
留
萌
消
防
組

合
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
」
を
審
議
し
可
決
さ

れ
た
。

　

定
例
会
で
は
「
平
成
二
十
五
年

度
留
萌
消
防
組
合
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
」
を
審
議
し
、

認
定
さ
れ
た
。「
平
成
二
十
六
年

留
萌
消
防
組
合
補
正
予
算（
第
三

号
）に
つ
い
て
」「
工
事
請
負
契
約

の
締
結（
消
防
庁
舎
改
築
工
事（
そ

の
一
）建
築
主
体
）に
つ
い
て
」の

議
案
も
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
平

成
二
十
六
年
第
五
回
留
萌
消
防
組

合
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、

消
防
庁
舎
建
設
に
係
る
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル

無
線
整
備
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
を
受
け
た
。

　

庁
舎
の
建
設
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル

化
は
、
皆
さ
ん
の
安
心
安
全
を
守

る
常
備
消
防
の
要
と
な
る
事
柄
で

あ
り
、今
後
も
議
会
と
し
て
、し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い
く
。

　

留
萌
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本

条
例
第
二
十
四
条
「
危
機
管
理
」

に
基
づ
き
、「
留
萌
市
議
会
危
機

対
策
会
議
」
と
し
て
常
設
の
組
織

を
設
置
し
、
不
測
の
事
態
に
備
え

て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
に
よ
り
、

危
機
対
策
会
議
を
常
設
す
る
際
に

議
論
さ
れ
た
こ
と
を
確
実
に
推
進

し
、
こ
の
条
例
を
有
意
な
も
の
と

す
る
こ
と
が
急
が
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
危
機
管
理
体
制
を
よ
り

実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
、「
留
萌
市
議
会
に
お
け
る
危

機
管
理
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
危
機
対
策

会
議
の
機
能
に
つ
い
て
再
確
認
す

る
た
め
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
失
わ
れ

た
多
く
の
命
を
思
い
、
危
機
管
理

初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
日
々
の
活

動
の
中
に
災
害
の
予
防
意
識
と
、

災
害
時
の
議
員
個
々
の
行
動
の
指

針
を
統
一
し
て
お
く
こ
と
で
、
議

会
と
し
て
の
連
帯
が
醸
成
さ
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
市
民
の
代
表
で
あ
る

市
議
会
議
員
が
自
ら
救
命
に
必
要

な
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
重
要
性
と

正
し
い
使
用
法
を
身
に
つ
け
る
た

め
、
留
萌
消
防
組
合
と
連
携
し
、

全
議
員
を
対
象
に
普
通
救
命
講
習

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
議
員
数
は

十
人
で
、
消
防
職
員
の
指
導
を
受

け
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が
、
救
命
講

習
で
実
技
指
導
に
改
め
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
普
及
が
進
ん
で
も
、

「
ど
こ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
」

｢

誰
で
も
使
用
方
法
を
知
っ
て
い

る
の
か｣

が
課
題
と
な
っ
て
き
ま

す
。

　

議
会
で
は
、「
救
え
る
命
」
を

増
や
す
た
め
に
、
さ
ら
に
多
く
の

方
た
ち
に
、
今
後
も
、
普
通
救
命

講
習
の
必
要
性
と
議
員
が
率
先
し

て
市
民
の
皆
さ
ん
に
啓
発
推
進
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
四

日
に
留
萌
市
・
増
毛
町
・
小
平
町

の
一
市
二
町
で
構
成
さ
れ
る
南
部

衛
生
組
合
議
会
第
二
回
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
議
案
第
七
号
留
萌
南

部
衛
生
組
合
火
葬
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
並
び
に

議
案
第
八
号
平
成
二
十
六
年
度
留

萌
南
部
衛
生
組
合
補
正
予
算
（
第

三
号
）
が
可
決
さ
れ
た
。

　

火
葬
場
条
例
の
改
正
内
容
は
、

そ
の
他
の
地
域
住
民
の
火
葬
場
使

用
料
金
の
改
正
で
あ
り
、
管
理
費

等
を
勘
案
し
た
使
用
料
と
な
る
。

　

ま
た
、
先
日
開
催
さ
れ
た
南
部

衛
生
組
合
議
会
議
員
協
議
会
で
は

次
の
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

生
ご
み
処
理
施
設
の
ス
ク

リ
ュ
ー
状
の
錬
混
機
の
破
損
に
つ

い
て
と
過
日
行
わ
れ
た
視
察
に
お

い
て
、
議
員
か
ら
意
見
が
出
た
生

ご
み
処
理
施
設
の
鉄
製
棚
枠
の
錆

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

錬
混
機
の
ス
ク
リ
ュ
ー
破
損
に

つ
い
て
、
議
員
か
ら
今
後
も
同
様

の
破
損
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
質
問
が
集
中
し
た
。

　

今
後
も
議
会
と
し
て
、
注
視
し

て
い
く
。

留
萌
消
防
組
合
議
会
報
告

留
萌
市
議
会
危
機
対
策
会
議
研
修
会
報
告

留
萌
南
部
衛
生
組
合
議
会
報
告

委
員
長　

菅
原
千
鶴
子

副
委
員
長　

鵜
城　

雪
子

委　
　

員　

燕　
　

昌
克

委　
　

員　

川
口　

宏
和

委　
　

員　

天
谷　

孝
行

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
が
改
選

期
後
か
ら
常
任
委
員
会
に
な
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
広
報
発
行

に
限
定
し
た
活
動
か
ら
、
一
歩
前

進
し
、
広
報
広
聴
に
関
し
て
活
動

の
場
を
広
げ
、
開
か
れ
た
議
会
づ

く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

今
後
の
広
報
広
聴
に
関
わ
る
内

容
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
調
べ
て
い
く
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
マ
チ
で
議
会
広
報
は
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
な
い
こ

と
が
、
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

私
た
ち
の
取
り
組
み
は
一
方
的

に
情
報
を
流
し
て
い
る
だ
け
で
、

知
ら
せ
た
い
こ
と
が
中
心
と
な

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
知
り
た
い

こ
と
が
後
回
し
に
な
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
広
報
の
形
式

か
ら
考
え
直
し
、
広
聴
の
分
野
に

も
力
を
入
れ
、
双
方
向
の
広
報
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
広
報

特
別
委
員
会
か
　
　
ら

第
一
常
任
委
員
会
報
告

安
心
安
全
な
水
道
事
業

　

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
七
日
に
開
催

さ
れ
た
第
一
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
都

市
環
境
部
か
ら
九
月
二
十
五
日
に
留
萌
市

東
部
地
区
で
発
生
し
た
出
水
不
良
や
管
末

地
区
の
一
部
断
水
事
案
の
発
生
と
そ
の
原

因
究
明
や
補
修
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。

　

原
因
に
つ
い
て
は
、
配
水
管
の
途
中
に

あ
る
使
用
さ
れ
て
い
な
い
流
量
計
に
あ
る

と
推
定
し
、
バ
イ
パ
ス
管
を
設
置
し
、
流

量
計
を
除
去
し
て
補
修
を
完
了
し
た
。

　

補
修
工
事
の
間
、
市
民
生
活
に
支
障
の

無
い
よ
う
に
給
水
車
や
ポ
リ
タ
ン
ク
を
準

備
し
て
待
機
し
、
水
圧
低
下
の
連
絡
の

あ
っ
た
一
部
の
市
民
に
対
し
て
応
急
給
水

を
実
施
し
た
。
補
修
後
は
特
に
不
具
合
は

発
生
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
今
年
度
に
連
続
し
て
発
生
し
て

い
る
送
水
管
の
漏
水
事
案
に
つ
い
て
も
報

告
さ
れ
た
。昨
年
四
月
以
降
五
件
発
生
し
、

四
件
は
増
毛
町
阿
分
、
一
件
は
礼
受
で
い

ず
れ
も
国
道
に
沿
う
地
域
で
発
生
し
て
い

る
。
原
因
は
、
送
水
管
の
老
朽
化
と
地
下

水
の
浸
食
に
よ
る
劣
化
と
判
断
す
る
と
の

報
告
で
あ
っ
た
。

　

水
道
は
、
市
民
生
活
に
直
接
影
響
す
る

重
要
事
項
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
維
持
に

は
大
き
な
予
算
を
必
要
と
す
る
。

　

委
員
会
と
し
て
も
都
市
環
境
部
と
連
携

し
て
安
定
し
た
水
道
事
業
と
な
る
よ
う
、

今
後
も
調
査
研
究
を
継
続
す
る
。

留
萌
市
農
林
水
産
業
振
興
基
本
計
画

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
一
日
に
地

域
振
興
部
か
ら　
「
留
萌
市
農
林
水
産
業

振
興
基
本
計
画
」
が
報
告
さ
れ
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
留
萌
市
の
第
一
次
産
業

に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
委
員
会

と
し
て
も
策
定
段
階
か
ら
意
見
を
述
べ
て

き
た
。

　

所
管
の
農
林
水
産
課
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
留
萌
市
農
業
関
係
者
や
林
業
協
同
組
合

そ
し
て
漁
業
関
係
者
な
ど
と
の
意
見
交
換

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
十
一
月
中
旬

の
庁
議
を
経
て
、
計
画
が
完
成
さ
れ
る
ま

で
の
経
過
、
原
案
か
ら
の
修
正
事
項
な
ど

に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
留
萌
の
一
次
産
業
の
方

向
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
委
員
会
と
し
て

も
、
今
後
も
計
画
の
実
施
状
況
を
注
視
し

て
い
く
。

第
二
常
任
委
員
会
報
告

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
環
境
改

善
と
調
理
機
器
更
新
計
画

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
日
に
開
催

さ
れ
た
第
二
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、「
留

萌
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
衛
生
環
境

改
善
及
び
調
理
機
器
更
新
計
画
」
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
三
年
一

月
に
供
用
が
開
始
さ
れ
、
年
間
二
百
日
、

一
日
約
千
七
百
食
、
市
内
の
全
小
・
中
学

校
に
、
安
全
安
心
で
美
味
し
い
給
食
を
供

給
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
課
題
で
あ

る
食
育
の
推
進
や
地
産
地
消
な
ど
、
学
校

給
食
の
果
た
す
使
命
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
経
年
劣
化
し
た
調
理
機

器
は
修
繕
な
ど
に
よ
り
対
応
し
て
き
た

が
、
限
界
に
来
て
お
り
、
早
急
な
調
理
機

器
の
更
新
と
調
理
衛
生
環
境
を
一
層
充
実

す
る
た
め
、
二
十
六
年
度
を
初
年
度
と

し
、
三
十
一
年
ま
で
の
六
カ
年
で
、
毎
年

三
千
万
円
程
度
ベ
ー
ス
で
計
画
的
に
更
新

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
は
、
調
理
従
事
者
専
用
ト
イ
レ

設
置
、
保
温
食
缶
の
購
入
、
来
年
度
は
食

器
購
入
、
食
器
洗
浄
機
や
食
器
浸
漬
装
置

が
更
新
さ
れ
る
。

留
萌
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
策
定
に
向
け
て

　

全
て
の
子
ど
も
の
良
質
な
成
育
環
境
を

保
証
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を
社
会

全
体
で
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
留
萌
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
策
定
作
業
が
進
ん
で
い
る
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
り
設
置
さ
れ
た
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
で
の
審
議
を
経
て
、
計

画
素
案
が
で
き
た
。

　

平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
新
制
度
が
開

始
予
定
で
あ
り
、
市
に
お
い
て
も
、
①
保

育
の
必
要
性
の
認
定
基
準
、
②
家
庭
的
保

育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
、
③
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
、
④
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
が
制
定
さ
れ
た
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
を
継
承
し
、
市
で
策

定
す
る
各
種
計
画
と
連
携
を
図
っ
て
い
く

こ
と
か
ら
、
議
会
全
体
で
の
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
、
第
一
常
任
委
員
会
と
第
二

常
任
委
員
会
の
連
合
審
査
で
今
後
の
審
議

を
進
め
て
い
く
。

各常任委員会からの報告

▲送水管の補修

▲調理機器の更新計画が策定された給食センター

▲市議会本会議場で行われた普通救命講習


